
ブルームフェス・ブルームテックフェス 2025 出展規約

「ブルームフェス・ブルームテックフェス」は花き園芸ビジネスをリードする花き園芸業界の展示見

本市であり、花き園芸業界はもとより様々な産業関係者が「フラワービジネス」を軸に集結し、ビ

ジネスの活性化を目指すとともに、参画する事業者各々が発展成長していくために、知見共有や

議論する機会、ビジネスの場として展示会や商談会、消費者向けプロモーション、テストマーケ

ティング等の機会を提供するものであり、宗教、思想、人種やいかなる政治的主張等も排して、

平和産業として花き園芸ビジネスの発展を目的とする。当契約は福花園種苗株式会社（以下「展

示会主催者」という）と「ブルームフェス・ブルームテックフェス」（以下「展示会」という）に出展する

者（以下「出展者」という）との間で締結される契約に適用されるものとします。

第１条 出展申込及び出展契約の成立

1. 出展申込は、出展希望者（以下「申込者」という）が展示会の目的を理解し、本規約の内

容を承諾した上で、所定の出展申込書に必要事項を記入し、代表者の押印又は署名の

上、展示会主催者が設置する下記の「ブルームフェス事務局」（以下「事務局」という）宛

に送付（電子メール添付、FAX又は郵送）するものとします。

記

申込書送付・お問合せ先:

福花園種苗株式会社 ブルームフェス事務局

〒460-0017

愛知県名古屋市中区松原２丁目９−２９

TEL：052-321-5541 FAX：052-321-5541

E-mail：admin@fukukaen.com

2. 展示会主催者が、出展申込を受領し、申込内容を確認・審査を経て、申込受理通知を発

送（電子メール送付）した時点をもって契約（以下「本契約」）が成立したものとします。な

お、出展者は、展示会主催者の押印又は署名した受書コピーを保管し、必要に応じ展示

会主催者に提出できるようにするものとします。

3. 申込者は、展示会主催者が申込の受理の可否を判断するために調査等が必要と判断し

た場合は、展示会主催者の指示に従い資料の提示や調査等に協力するものとします。

4. 出展申込書提出の最終締切日は2024年10月31日（木）（必着）とします。但し、最終締切

日前であっても、先着順で出展スペース（以下「小間」という）が完売され次第、申込を締

め切るものとします。なお、2024年11月1日（金）以降に小間に空きがある場合には、申込

を受け付ける場合があります。

5. 出展者が、共同出展者（以下「子出展者」という）と出展を行う場合は必ず、展示会主催

者の了解のもと、全ての子出展者の登録を行うものとします。また子出展者に関する全

ての責任は出展者が負うものとします。

第２条 出展資格



展示会へは、展示会事業の目的を理解し、その目的に沿う形での運営、出展装飾が可能な

下記に該当する団体、企業が出展できるものとします。

a. 農業・園芸用資材メーカー

b. 農協

c. 卸問屋

d. 種苗店

e. 生花専門店

f. 園芸店

g. 造園業

h. 生産者

i. 種苗メーカー

j. アグリテック企業

k. リテールテック企業

l. その他展示会主催者が相当と認める団体・企業

第３条 出展申込の拒絶

前条に規定する団体・企業であっても、展示会主催者が出展申込者の業務内容について、

以下の各号に掲げるいずれかの事由に該当するものは、本契約の成立の前後に関わらず、

理由の開示なく出展を拒否できるものとします。

a. 農業・花き園芸への関係性が乏しいと展示会主催者が判断した場合

b. 外務省海外安全情報においてレベル３（渡航中止勧告）以上が発出されている

国・地域等に関する出展を行う場合

c. 当該申込者の出展により来場者の生命・身体・財産・名誉等に損害が生じるおそ

れがあると展示会主催者が判断した場合

d. 反社会勢力に該当すると展示会主催者が判断した場合

e. その他合理的な理由により展示会主催者が出展にふさわしくないと判断した場

合

第４条 転貸等の禁止

1. 出展者は、本契約に基づき展示会主催者から利用を許可された小間の全部又は、一部

を他者へ譲渡、貸与等（譲渡料、貸与料等の有無を問わず）行うことはできません。

2. 出展者は、本契約及び本契約に基づく権利義務を第三者に譲渡することはできません。

第５条 出展料の請求と支払い

1. 出展料の請求書は2024年6月3日（月）以降に発送するものとします。

2. 出展者は、請求書を受領後、指定された支払期限（請求日より1カ月）までに、請求書記

載の出展料を一括で、下記の指定金融機関口座に振り込みにより支払いを行うものとし

ます。なお、開催まで1ヵ月に満たない場合の支払期限は会期初日から起算して1週間前

までとします。

記

振 込 先:

口 座 名 義：福花園種苗株式会社



（フクカエンシュビョウカブシキガイシャ）

振込先銀行：三菱UFJ銀行上前津支店（店番282）当座預金0167378

3. 出展者が前項に規定する出展料の支払いを遅滞した場合は、支払期限の翌日から年

14.6％（365日の日割計算）の割合で遅延損害金を展示会主催者に支払うものとします。

4. 出展料及び遅延損害金の支払い方法は次の通りとします。

　

a. 支払いは展示会主催者が認めた場合を除き、全て日本円とします。

b. 展示会主催者が日本円以外の通貨による支払いを認めた場合、出展者は、出展料の

他に外貨建請求書作成事務手数料として10,000円を展示会主催者に支払うものとしま

す。なお、外貨はUSドル又はユーロとし、請求時のレートを適用します。

c. 展示会主催者が認めていないにもかかわらず、出展者が日本円以外の通貨で支払い

を行い、指定口座着金時に為替による差損が発生した場合、違約金として50,000円を

展示会主催者に支払うものとします。

d. 海外送金時は外国送金依頼書の受取人連絡事項欄に必ず請求書番号を記入するも

のとします。

e. 振込に関わる手数料は全て出展者の負担となります。

第６条 解約及び取消料

出展者が本契約の解約を希望する場合は、①出展者の名称、②代表者の押印又は署名、

③担当者の氏名及び連絡先、④解約申込の日時、⑤解約理由を記載した書面による解約通

知を事務局に送付するものとし、当該解約通知が事務局にに到達した日（以下「解約日」とい

う）をもって本契約を解約することができます。ただし、出展者は解約日に応じて以下の各号

に定める割合で取消料を支払うものとします。

a. 解約日が出展申込締切日までの場合、取消料なし

b. 解約日が2024年11月1日（金）から開催初日の前日から起算してさかのぼって30

日目に当たる日までの場合、出展料の50％

c. 解約日が開催初日から起算してさかのぼって30日目に当たる日以降の場合、出

展料の100％

＊展示会主催者が出展誘致を目的に特別に企画提案する小間販売においても

その小間サイズ、形状に関わらず本条の条件が適用されます。

第７条 契約の解除

1. 本契約成立後であっても、展示会主催者は第３条に規定する出展申込の拒絶事項があ

る場合、又は出展者が次のいずれかに該当する場合は、何らの催告をすることなく本契

約を解除することができるものとします。

a. 支払期限を徒過しても出展料の全部又は一部を支払わない場合

b. 本規約の各条項に違反した場合

c. 小間を出展目的以外の目的で使用した場合

d. 本規約、展示会出展要項（第17条）に規定するルール、会期中マニュアル、要綱

等に違反した場合

e. 著しく展示会主催者の信用を失墜する行為を行った場合



f. 出展者が展示会主催者の指示に従わない場合

g. その他展示会主催者と出展者の信頼関係が著しく破壊されたと客観的に判断で

きるとき

2. 出展者が前項各号のいずれかに該当する場合、展示会主催者は直ちに出展者を本展

示会場より退去させることができるものとします。この場合、当該出展者の小間、スペー

スの利用は展示会主催者に一任されたものとします。

3. 第１項の規定により本契約が解除された場合は、既に支払い済みの出展料及び付随す

る費用の返還はいたしません。

4. 第１項及び前項の規定は、展示会主催者の出展者に対する損害賠償請求を妨げるもの

ではありません。

第８条 身元保証書及び入国査証

展示会主催者は、出展者に対し身元保証書の発行は行いません。

日本への入国査証取得については、出展者自身にて取得することとします。査証取得ができ

なかった場合の出展取り消しについても、出展申込の解約として扱い、第６条の規定に基づき

取消料を請求いたします。

＜参考＞日本への入国査証については外務省ホームページ

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/visa/index.html）をご参照ください。

第９条 小間の割当と配置

1. 展示会主催者は、第5条に規定する出展料支払いの完了確認をもって、小間の割当、配

置を行うものとします。

2. 出展者は、小間の割当について展示会主催者に一任するものとします。

※小間の公表後（出展者説明会時に予定）に出展者からの小間の配置変更希望等は、

お受けできません。ただし会場等、諸般の事情により公表後の変更もあります。

第１０条 不可抗力による開催中止等

1. 展示会主催者は以下の各号に定める場合、展示会の中止並びに展示会内で実施される

イベントの中止及びサービスの停止をすることがあります。

a. 天災地変、感染症の蔓延、戦争、内乱、テロ、ストライキ、ロックアウト、輸送機

関・通信回線の事故、行政命令若しくは規則、その他展示会主催者の責めに帰

すことのできない不可抗力によるやむを得ない事情が発生した場合

b. 展示会主催者がイベントを開催することが適切ではないと判断した場合。

2. 展示会主催者は、前項各号の事由により展示会を中止した場合に限り、中止を決定した

時期により以下の各号に定める割合で既払いの出展料を出展者に返還します。ただし、

出展者の故意又は過失により展示会が中止された場合はこの限りではありません。

a. 出展申込締切日までに決定した場合、出展料の100％を返還

b. 2024年11月1日（金）の翌日から開催初日の前日から起算してさかのぼって30日

目に当たる日までに決定した場合、出展料の30％を返還

c. 開催初日から起算してさかのぼって30日目に当たる日から展示会初日の2日前

までに決定した場合、出展料の 10％を返還

d. 展示会初日の前日以降に決定した場合、出展料の返還なし



3. 前項の場合において、出展者が未だ出展料を支払っていないときは、出展者は、出展料

（遅延損害金があるときはこれを加算する。）から前項の返還額を控除した残額を展示会

主催者に支払うものとします。

4. 展示会主催者は、第2項の場合を除き、第1項各号の事由による展示会の中止並びに展

示会内で実施されるイベントの中止及びサービスの停止によって生じた出展者のいかな

る損害も賠償する責を負いません。

第１１条 展示会主催者の義務及び免責

1. 出展者の展示物・展示装飾物、出展者の資産等に生ずる損失・損害、出展者の行為に

よる出展者及び一般公衆その他の第三者に生ずる損失・損害、又は事故等について、そ

の原因のいかんを問わず、展示会主催者は一切その責を負いません。

2. 展示会主催者は、出展者が行う飲食物・物品等の販売について一切責任を負いませ

ん。

3. 展示会主催者は、出展者もしくは代理人又はそれらの従業員の不注意その他によって

生じた展示会の建築物又は施設に生じた一切の損害について何らの責任も負わないも

のとします。

4. 展示会主催者は、あらゆる展示会印刷物、ガイドブック及びその他のプロモーション用資

材の中に偶発的に生じた誤字、脱字等に関する責任は一切負わないものとします。

5. 展示会主催者は、出展者の義務の不履行による出展契約解約に伴い、当該出展者が被

るいかなる損害に対しても責任を負いません。また当該小間・スペース利用は展示会主

催者に一任されたものとします。

6. 展示会主催者は、出展者間における主義主張の相違・トラブル・政治的論争には責任を

負いません。

第１２条 出展者の義務及び責任

1. 出展者は、第5条に規定する出展料支払いの完了をもって、展示会出展準備を行うこと

ができるものとします。出展料の支払いが無い場合は、出展者パス、車両証の発行を受

けることができないほか、広告媒体の購入手続き、施工準備に必要なレンタル備品申込

手続きを行うことができません。

2. 出展者は、展示会場に適用される安全及び消防に関する法規等、関係法規を厳守する

ものとします。

3. 出展者は、展示会の安全かつ円滑な運営に協力し、展示会主催者から指示があればこ

れに従うものとします。

4. 出展者は展示会の期間中、要員を配置し運営するものとし、開催時間内は無人のまま小

間を放置しないものとします。また展示の実施の有無を問わず、出展者は出展料の支払

義務その他の一切の義務を免れません。

5. 出展者は、展示会の円滑な運営に必要な小間設営、運営に関する会期中マニュアル、

要綱等の事柄について、展示会主催者からの質問、届出依頼又は通知等を受信した場

合、その内容に応じて適宜回答又は当該通知 に従うものとします。

6. 出展者は、展示品その他出展関連物件の搬入・搬出に関する費用を自ら負担するものと

します。展示会の終了後、又は本契約が解除、解約その他理由の如何にかかわらず終



了した場合は、出展者は割り当てられた小間を原状に回復して展示会主催者に返還す

るものとします。

7. 前項の原状回復は出展者の費用及び責任において行うものとします。出展者が前項の

原状回復を行わない場合は、展示会主催者は出展者の費用をもって原状回復を行うこと

ができるものとします。

8. 小間の明渡し後、当該小間に出展者、その従業員その他展示会主催者以外の者の所有

物が残存する場合は、出展者がその残存物の所有権を放棄したものとみなし、出展者の

事前の承諾なく当該残存物を出展者の費用をもって任意に処分することができるものと

します。

9. 出展者は、理由の如何を問わず、割り当てられた小間、小間の造作その他の設備につ

いて支出した必要費もしくは有益費の償還請求、小間の造作その他の設備の買取請求

及び移転料、立退料又は権利金等の支払請求等を一切行わないものとします。

10. 出展者が、展示会主催者の指定する明渡し期日を経過しても小間を明け渡さずこれによ

り展示会主催者に損害が生じた場合は、出展者は展示会主催者に対し、別途損害を賠

償する責任を負うものとします。

11. 出展者は農業・園芸ビジネスの発展を目的とした展示会の趣旨を理解し、宗教・人種・国

境・歴史等政治的な主張や他国への非難・攻撃を厳に慎まなければならないこととしま

す。

第１３条 秘密保持

出展者は、本契約により知り得た展示会主催者の営業上・業務上の一切の機密情報につ

いて、厳重に管理・保管し、本契約期間中はもとより本契約終了後においても、事前に書

面による展示会主催者の承諾を得ないで、第三者に開示又は漏洩しないものとします。

第１４条 個人情報等の取扱い

1. 出展者は、展示等を通じて「個人情報」を取得する場合、個人情報保護法及び関連法令

を遵守するものとします。特に「個人情報」の 第三者提供を行う場合は、必ず当該「個人

情報」の本人からの同意を得るものとします。出展者 が展示等を通じて取得・管理・運営

する「個人情報」の本人との間で紛争を生じた場合、両者で協議して当該紛争の解決に

あたるものとし、展示会主催者はその責を負わないものとします。

2. 展示会主催者は、出展者に関する情報を展示会の開催・運営にあたって必要な範囲で

他の出展者との間でやり取りできるものとします。また、出展者は、展示会主催者が展示

会企画・運営のために指定する協力会社から各種サービスの案内等を受けることを予め

承諾するものとします。

第１５条 本規約の変更・追加等

本規約に定めのない事項及びその解釈に疑義が生じた事項については、出展者、展示会

主催者双方とも誠意を持って解決をはかることとします。両者間の協議にもかかわらず解決

しない場合には、出展者は最終的には展示会主催者の決定に従うものとします。展示会主

催者は必要があると判断した場合は、出展者に通知の上、本規約を改訂又は追補すること

ができます。



第１６条 出展要項の順守

展示会主催者が申し込み後に出展者に提示する「展示会出展要項」は、本契約に付随し、

展示会主催者と出展者に対して適用されるものとします。

第１７条 紛争処理

本契約、本規約は日本法を準拠とし、本件に関わる一切の紛争について名古屋地方裁判

所又は名古屋簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。

2024年 5月1日作成

2024年 10月19日更新


